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ドンRジュアンの 2つの言動に
あらわれたモリヱールの思想
伊 JI! 徹
くタルチュフ}("Tartuffe") , {孤客}("Le Misanthrope") と並ぶ性
格喜劇くドン・ジュアン}("Dom Juan")は1665年 2月15日にパリのパ
レ・ロワイアル劇場で初演され，モリヱール(Moliere:POQUELIN, Jean-
Baptiste)一座の当時の勘定方，ラ。グランジュ (LaGrange)が伝えて
いるように大成功をおさめたI)のでありますが，この 5幕の戯曲はこの後
180年間に及ぶ上演禁止2)をくらったり，散文で書かれていたり， 17世紀
劇作法の黄金律であります LaRegle des trois unites (筋，場所， 時に
関する三一致の法則）が守られていなかったり， tragi-cemedieの要素を
含んでいたり•…••と，モリヱールの作品の中でもかなり特異なそして話題
豊富な作品であります。それ故にその製作意図に関してもいろいろと推測
や憶測が成されておりますが，前作くタルチュフ〉の上演禁止に対する報
復の意図を多く含んでいるとする考え方が最も普遍的なようです。両作品
が共に宗教界の偽善者攻撃をかなり辛辣に行なっているということについ
(1) ラ・グランジュの記録によれば，初日の収入が1830リーヴルでその後3月20日迄
に15回上演され， 2月17日， 22日， 24日， 27日の 4日には2000リーヴル以上の収益
をあげたとあります。この中24日欽曜日）には23.90リーヴルと一座にとって空前
の成績を残しております。
(2) モリヱールは初演直後「森の貧者」の場を自ら削除しましたが，彼の生存中には
15回しか上演されませんでした。 1665年3月11日にパリの書籍出版業者のルイ・ビ
レー ヌ (LouisBillaine)はくドン・ジュアン〉の出版権を得たもののやはり自ら
その権利を放棄しました。モリヱールの死後， 1677年にトマ• コルネイユ(Thomas
Corneille)が所謂剌激的な部分を削除した韻文に書き改め，その後約2世紀間はこ
の形のものだけが上演を許されております。そしてこの傑作が原作のままで上演さ
れたのは， 1841年11月17日（水曜日），第2国立劇場オデオン座に於てであります。
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ては何ら否定し得る根拠もなく，何よりも「上演禁止」という厳しい処置
を受けたことがこの事実を証明しております。
さて，ここで問題としたいのは主人公ドン・ジュアンの性格づけであり
ます。彼の気晩のこもった絶叫の中にはモリヱールの声が聞こえるのです。
つまり，前述のような特異性によって， ＜タルチュフ〉の受けた汚名を濯
ぐべくくドン・ジュアン〉が執筆されたという仮説が成り立つとすれば．
ドン・ジュアンの思想を探り当てることでモリヱールのくドン・ジュアン〉
製作の真意，更にはモリヱール自身の信仰についても何らかの解答が得ら
れるのではないでしょうか。これらについてドン・ジュアンの2つの代表
的言動を通して少々考察を試みてみたいと思います。
* * * ドン・ジュアンは大別して2つの性格を持っています。 1つは第3幕第
1場の，従僕スガナレル (Sganarelle)との対話に代表される如く：
SGANARELLE / Je veux savoir un peu vos pensees a fond. 
Est-ii possible que vous ne croyiez point du tout au Ciel ? 
DON JUAN /Laissons cela. 
SGANARELLE / C'estふdireque non. Et a l'enfer? 
DON JUAN /Eh! 
SGANARELLE/Tout de meme. Et au diable, s'il vous plait? 
DON JUAN /Oui, oui. 
SGANARELLE / Aussi peu. Ne croyez-vous point l'autre vie? 
DON JUAN /Ah! ah! ah ! 
SGANARELLE / Voila un homme que j'aurai bien de la peine a con-
vertir. 
Et dites-moi un peu, [le Moine bourru, qu'en croyez-vous? eh! 
DON JUAN/ La peste soit du fat ! 
SGANARELLE / Et voila ce que je ne puis souffrir; car i n'y a rien 
de plus vrai que le Moine bourru, et je me ferais pendre pour celui-
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la. Mais] encore faut-il croire quelque chose dans le monde. Qu'est-
ce que vous croyez ? 
DON JU AN / Ce que je crois ? 
SGANARELLE / Oui. 
DON JUAN/ Je crois que deux et deux sont quatre, Sganarelle, et 
que quatre et quatre sont huit.3'(ACTE II, SCENE I) 
という全く合理主義的な性格であり，もう 1つは同じく第3幕の第2場で
の貧者との対話に見い出せるように：
DON JUAN/ [Voila qui est etrange, et tu es bien mal・reconnu de 
tes soins. Ah! ah! ah! je m'en vais te] donner un louis d'or 
[tout a l'heure, pourvu que tu veuilles jurer. 
LE PAUVRE /Ah! monsieur, voudriez-vous que je commisse un 
tel peche? 
DON JUAN / Tu n'as qu'a voir si tu veux gagner un louis d'or ou 
non: en void un que je te donne, si tu jures. Tien: il faut jurer. 
LE PAUVRE / Monsieur… 
DON JUAN/ A moins de cela tu ne l'auras pas. 
SGANARELLE /Va, va, jure un peu, il n'y a pas de mal. 
DON JUAN /Prends. le voila; prends, te dis-je; mais jure donc. 
LE PAUVRE /Non, monsieur, j'aime mieux mourir de faim. 
DON JUAN /Va, va], et je te le donne pour !'amour de l'humanite.4> 
(ACTE II, SCENE II) 
という不敬虔極まりない性格なのです。これら 2つの有名な言動はドン・
ジュアンの性格を推測するに必要十分であり，不可欠であると思います。
前者の (deuxet deux sont quatre, et quatre et quatre sont huit.) 
(3) SELLIER, Philippe: "MOLIERE Dom Juan", Paris, Classiques ilustres, 
Hachette, 1969, P, 53. 
(4) SELLIER, Philippe: Ibid., P. 56. 
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という合理性は単なる数学的な命題を示すものでないことは申すまでもあ
りません。が，ここにこそドン・ジュアン的性格というものの根底を成す
思想があります。一般的には非常に圏式的で冷酷な割り切り方のように見
えるこの非情さも，実は大変17世紀的な感情なのではないでしょうか。当
時のイタリーの話ですが，猛暑の夕暮れに或る王女が氷菓子を口にしなが
ら，『これが罪悪でないなんて， 本当に残念だこと／』 と言ったといいま
す。事実を事実としてそのまま口にするということ―ルイ 14世 (Louis
XIV)の絶対王政の下，公にはそうそう自由であったとは考えられません。
しかしながら，あの何とも傍若無人な王女の言葉には humourさえ感じ
るのです。それはむしろ humournoirと呼ぶべきかも知れませんが，自
己の感情に忠実である為のそして真実を語る為の非情さ， そこに huma-
niteをも見い出すことは不可能でしょうか。 BRAY,Reneが：
Ce procede, qui consiste a introduire le comique clans le serieux 
comme un element heteroclite, ne se retrouve-t-il pas clans Don Juan? 
Le dessein de cette piece n'est pas comique : lepoete se propose de 
peindre un libertin.5l 
と言っているように，徹底した個人主義に根ざしたリベラリストであるド
ン・ジュアンにとって，凡ゆる体制，組織，秩序，そして既成概念は偽善
そのものであり，それらを代表しているとも言える当時の僧侶，盲信者，
医者，街学者たちこそ {deuxet deux sont quatre.}では割り切れない
どうにも我慢のならない存在であったに違いありません。従って，モリヱ
ールが当時最もドロドロとして欺眺に満ちた我慢のならない存在として，
宗教的な moraleの退廃に鉾先を向けたのほ将にこの所以であると言わね
ばなりません。モリヱールの潔癖この上ない正義感はドン・ジュアンの冷
酷この上ない非情さを以て表現されているのです。彼の人間性豊かな hu-
mour noirも当事者の所謂『信心深い人々』にとってほ，これ又我慢のな
(5) BRAY, Rene: "Moliere homme de th紐tre",Paris, Mercure de France, 
1963, P. 280. 
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らないものであったに違いありません：
.......... La representation de Don Juan aggrave sa cause. Pen-
dant des annees, il doit lutter pour se maintenir. Ila desormais contre 
lui des haines tenaces. Sa carriere, peu dangereuse clans ses debuts, 
devient un perpetuel combat. Les devots le surveilleront jusqu'a sa 
mort ; ils refuseront meme un lambeau de terre chretienne a son 
cadavre. Et les comediens ne relacheront pas leurs efferts pour 
l'etouffer. 6) 
という苛酷な迫害を加えた上， 180年の長きに亘る上演禁止措置をとった
のであります。それでも，モリヱールがカトリック教徒からの破門を喜ん
だり，カトリック教徒の墓地に葬られることを拒絶したという事実は伝わ
っておりません。それどころか， 1673年 2月27日午後10時の臨終に際して，
彼が医者よりも司祭を呼ぷように要請したことは信ずべき事実であります。
これら一連の事情を以てしても，モリヱール自身が反宗教的性格を持った
無神論者であったとするような仮説には否定的にならざるを得ないのでは
ないでしょうかへ
?? ?? ??
さて， ドン・ジュアンのもう一つの性格をあらわす前掲の第3幕第2場
の言動：
DON JUAN/ Prends, le voila; prends, te dis-je; mais jure done. 
LE PAUVRE /Non, monsiur, j'aime mieux mourir de faim. 
DON JUAN /Va, va, et je te le donne pour l'amour de l'humanite.7l 
(ACTE II, SCENE I) 
については，甚だ弁護し難いものがあります。この言動もやほりドン・ジ
ュアンの {deuxet deux sont quatre.}の思想に根ざしたものに違いない
訳で，この論拠からすれば何ら問題はなく， ドン・ジュアン或はモリヱー
(6) BRAY, Rene : Ibid., P. 144. 
(7) SELLIER, Philippe : Op. cit., P. 56. 
64 
ルの論理に叶っていることになります。しかしながら．このドン・ジュア
ンの言葉には最早あの humournoirは感じられず．むしろ醜く，不埒で．
傲慢で，不敬虔なドン・ジュアンを感じるのは何故でしょうか。モリヱ一
ルの潔癖さがドン・ジュアンの冷酷さを以て表現されているとは思えない
のであります。この謎に TEYSSIER,Jean-Marieが示唆を与えてくれま
す：
Dom Juan n'est pas un banal hypocrite : icroit a ce qu'il dit, et 
i le croit parce qu'il n'a plus son bon sens, certes, mais surtout 
parce qu'il a besoin d'y croire. Se faire passer pour un messager 
du ciel afin de mieux imposer ses propres fa!;ons de penser, c'est un 
moyen efficace d'abuser les autres et de tenir en echec les entreprises 
du ciel, mais cela ne saurait apaiser l'angoisse de Dom Juan. I se 
croit vraiment, qnant a lui, capable de combattre le ciel et d'instaurer, 
a sa place, les dieux qu'il a crees lui-meme et qui ne sont que les 
images de ses volontes. En combattant le ciel, Dom Juan se fait 
dieu, et i l'est pas vaincu, tant qu'il lutte et que ses pretentions 
demeurent.8' 
こうしたドン・ジュアンの信仰或は神に対する考え方は，やはり彼一流
の『合理性理論』を基盤としたものに他ならないことは申すまでもありま
せん。この点について TEYSSIFRは更に次のように言及しております：
Supposons a present que le ciel, le vrai, ne punisse pas Dom Juan 
et lui laisse toute la liberte d'agir. Que se passerait-il_? Dom Juan 
aurait tout simplement pris ia place du ciel sur la terre et tout ce 
qui se ferait au nom du-ciel se ferait en realite et a la limite au nom 
de Dom Juan. De ce point de vue i serait reellement devenu une 
divinite puisqu'il aurait usurpe les pouvoirs que l'on ne reconnait qu'a 
(8) TEYSSIER, Jean-Marie : "REFLEXIONS SUR "DOM JUAN" DE MOU-
ERE", Paris, EDITIONS A.-G. NIZET, 1970, P. P. 177 -178. 
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Dieu. De la la necessite du chatiment, et c'est comme un dieu rival, 
comme une divinite du mal, si l'on veut, que le ciel cha.tie Dom Juan. 
Ce chatiment est terrible et inhumain, mais i1 n'en falait pas moins 
pour punir un {demon).0> 
つまり，モリヱールはここでドン・ジュアンの性格に1つのトリックを
加えているのです。この森の貧者の場面以外でドン・ジュアンが悪事を企
む時には観客の共感を呼び起こさせ，同時に彼の妻ヱルヴィール (Elvire)
や彼の父親ドン・ルイ (DonLouis)に代表される正統なカトリックの代
弁者たちがまるで道化の役廻りか何かのように見えます。この時のドン・
ジュアンにほ冒頭の仮説の如くモリヱール自身が内在しており，例の hu-
mour noirの cynismeによる偽善者攻撃が成されている訳であります。
ところが，森の貧者の場面ではドン。ジュアンの中にモリヱールは存在し
ていないのではないでしょうか。この仮説に従えば，このドン。ジュアン
は単にモリヱールの抜殻としてのドン。ジュアンであり，将に神を畏れぬ
偽善者以外の何者でもないことになります。同じように偽善者攻撃をして
いながら，ここでは他の場面とは非常に違った印象を観客に与えているの
はこの故に他なりません。これこそモリヱールの卓抜した dramaturgie
の妙味と言えましょう。
かくして，モリヱールのくドン・ジュアン〉に於ける主張ほ，彼の復讐
劇という性格上，こうした偽善者たちへの警鐘を打ち鳴らすことに終始し
ている訳ですが，彼の真の製作意図は前作くタルチュフ〉の中で，クレア
ント (Cleante)をして：
Notre siecle, mon frere, en expose a nos yeux 
Qui peuvent nous servir・d'examples glorieux. 
Begardez Ariston, regardez Periandre, 
Oronte, Alcidamas, Polydore, Clitandre: 
Ce titre par aucun ne leur est debattu. 
(9) TEYSSIER, Jean-Marie: Ibid., P. P. 178-179. 
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Ce ne sont point du tout fanfarons de vertu; 
On ne voit point en eux ce faste insupportable, 
Et leur devotion est humaine, est traitable ;10' 
(ACTE I, SCENE V) 
と言わしめたあの『人間的』な信仰を権力と結びつき全く形骸化していた
17世紀フランスの宗教界に取り戻すということではなかったでしょうか。
この見地からすれば，警鐘劇くタルチュフ〉と復讐劇くドン。ジュアン〉
は単なる歴史上のという意味以上の連作なのであります。
UOl note de RAT, Maurice : "MOLIERE Th紐trecomplet Tome I", Paris, 
LE LIVRE DE POCHE, 1963, P. P. 303-304. 
